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郡報（ト4）までに，オリーブアナアキゾウムシざγgC√払sd♂S∂タαゐ♂タ・Sまの形態，僻生態学附柳生，被害の奨態等に 

ついて報苦したが，更にその個体群の間切における動きについて，陸息数，移励，田切内分布等について調査を行な  

った∴本調査に防力された，菅川県農業試験場小豆分場畏出田正夫技師，仝三木，官爵両校師，並びに値域の使用を  

快く承諾していただけた八木英資氏の諸氏に厚くお礼申し上げる 

圃  場   

調査にあてたオリーブ園は，香川県小豆郡池田叩室生にあり薗琵約25Ila，50乃至70の扱い願斜で北東に下る斜面  

の裾に開かれているl周囲の植生はアカマツを卓とした瀬戸内一瀞こ最もよく見受けられるものであるが，北東のみ  

ほこのオリーブ園とは：世の南西斜面に開かれ  

た，リソゴ及び劉、トtミカソの果樹園と農道を  

境として1貌按している．   

このオリーブ園は流れ下る2永の浅い排水  

溝によって，北東面の主圃場と，それの南東  

につずく北北東面の圃場澱び北西につずく東  

北粛面の闘場の3にわかたれる‖ 童闘場及び  

南寮圃場ほ，その上半部に．水平方向に浸る教  

条の，高さ1m乃至15mの石垣が築かれてい  

るが，そのうち傾斜面のほぼ中央を東南より  

北西に建る1条によって，各の開場ほさらに  

上下に2分されている（籠1図）   

植栽されているオ・リー・ブほ．，品種ミッショ  

ソの6年生乃至12年生のもので，樹令は1様  

でなく，従って桝勢，尉高，枝張等も区々で  

特に枯死したもののあとに禰植されたものは  

貧弱である．植栽間隔ほ15m乃至2mで，正  

方形植を基調とし，植栽凍数は計65凍である  

が，そのうち3水は調査熊始時にすでにオリ  

－プアナアキゾウムシの加害により枯死に瀕●  

FJig1Plan of t‡1e OrC‡1aTd 

Capitalletters of the figure show the zones which the   

OrCha工dis dividedinto5part．s as the naturalfea†ure 

（⊃is alive olive tree   

⑳is dead olive tree at the bigining of the sensus   

皿」is stoneⅥ√all  
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して：いた・・圃場の管理は極めて粗放で，害虫防除，病害防止などの作業ほ全たくなされていない．．なお間作として，  

園の一部に夏作としで甘藷を，冬作として裸麦の作付がなされていた…  

調  査  方  法  

調査ほ1956年8月に．開始し，1956年申は標識洪及びその判読の熟達に資するための予備調資にあて，1957年4月よ  

り本格的に調査を行なった。爾査間隔ほ大凡15日とし1958年4月まで継続したが，オリーブアナアキゾウムシが全く  

情動を休止している冬期ほ調査を行なわなかったい調賛同数は全部で25回である．   

調査力法としてほ標識法を用い，まず樹上に見出される虫を，次いで樹幹を中心と．してほぼ樹冠によって覆われる  

部分の地上を相当綿密に捜して見出される虫を・捕堕したぃ捕えた虫はアセナソを溶剤とした，セルベット（塗料名）  

を用い，その5色によって，前胸背，鞘趨の肩部，仝中央部，仝末端部の各左右に標識することによって，捕挺した  

個体に．1連番号をつけ〔内田（1952）（5），FRISCH（1950）（¢）〕蕗ちに捕獲個所にノ放した．この標識ほ予想よりはるかに堅  

固で，確実に判静することができたい甚しく填い個体で，たとえ個体番啓を判読することが不確実と．なったものも，  

その個体が既に腰識されたものか，新しい個体かの区別にためらうようなことほ全くなかった〟 しかし今回の調査で  

は，同じ塗料でも色に・よって脱落し易いものがあることがわかり，また確実に個体番琴を判読し得るのほ標識後3カ  

月，調査画数にして6固くらいまでで，それ以後になると誤読が多くなり，そのために．同¶・番号と読み砺られた個体  

が何頭も現われるという混乱があらわれてきたいかかる経験から，今後調査に標識法を採用しようとする時は，なる  

べく脱落し難い色を用いると同時に，たとえ個体啓琴を判読し得なくなった時も，その虫が標識された時期を識別し  

得るような，2段がまえゐ標識のつけ方を工夫することが，調査結果の混乱をさけ，結果の信赦性をより高くするた  

めに必要であろう．．   

なおこの調査ほ，1回の調査  

を1日で了えることができず，  

2日にわたることが常であった  

が，そのための混乱があったと  

は思え．ない‖ また1957年3月以  

降の調査では，1通り採集，標  

識，放飼を了って－後，漸次間隔  

をおいて再びその日のうちに．50  

頭程度の虫を手当り次勢に採集  

し，その調査時の捕拉率を調べ  

たい この調査の野外における作  

業には，主として川原が，結果  

の生理には宮凍が当った．．  

調  査  結  果   

〔‡〕棲息個体数よびその消長   

調査結果ほ，．TACKSON，C  

HN．（1939）（7）に従って整理  

し，また再捕率から，リソコルソ  

指数を計算して，接息数を推馨  

しようとした（第1表及び鶴2  

因）．   

後息数の消長は，ジャクソソ  

沫によれば，そのポシティブ洪  

によっても，ネガティブ法によ  

っても，ほぼ同様の傾向を示し  

、  ＼   

ーbSeasonalchange ofincIeaSeal】d  
decrease ratio  

－＜－ IncIeaSe Ratio  

50－ －－・DecreaseRatio  

Figh2．．Seasonalchange of popt］1ationnuTnber of：weevil 
去、＝ムユ㌣，＿  

increase ratio，decrease ra†io and transitionindex 
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Tablel。Absolute number of weevilestimated by means of”LhcolnIndex”  

and absoIute number，increase ratio and decrease ratio of weevilby  

means of“Jackson’s marking method”  

189  

Ja占哀s議長高話病毒  
metbod”  

“．Jackson’s Negative  
・・・ミ      method”  

‥．Jackson’s  ‥Li‡】COln  

Index”   

Nunlbe工   
Of weevil  

metl】Od”  

Ave工・age  
Numbe工Of  

weevi1  

235り81  
307‖60  
314．27  
411、15  
424…45  

377‖18  
427．36  
4（i3∩7フ  

413‖78  
291－63  

33899  
272、41  
351．93  
680、10  
837‖26  

825．96  
562．6フ  

606．42  
フ91．48  

630．10  

680、72  
57803  
596い30  
334い23  
356 25 

Census  

No  

Date of Census 
Numbe工  
Of weevi1  

253．81   
30フh60   

314，2フ   

351．12  
424．45  

33490   
458．51   
442小48  

291．63  

2フ241   
327．8フ   

63452   
フ01一75  

810．87   
608‖2フ   

554．94   
70423   
619．58  

632 57 

Increase   
工atio  

O．2178   
01687   
01145   
0．1559   
01910  

0小1フ55   

0コ828   
02991  

0い4064  

0．4051   
0．6413   
0。1985   

0．1508  

0‖1635   

011588   
01641   
0り2069   

0‖2149  

0．1030  

Numbel■  
Of weevil  

Decrease   

工atio  

1956 8－12  
8 26  
9 12  

10－ 6  
10 21  

1
2
3
4
5
 
6
7
8
9
1
0
 
1
1
1
2
1
3
M
1
5
 
 

424，．45   

419．46  
396．20  
535．05  
413い78  

338．99   

376‖08  
725小68  
972．フ6   

841い04  
51フ06  
657，89  
8フ8．73  

640‖62   

728．86  
578．0：3  

596．．30  
334い23  
356．25  

0．2466   

0．2159  
0．．1489  
0．0893  
00583  

0．0879   

0．1488  
0、1253  
0‖1638   

0．2851  
0．3937  
O 3039 
O 2421 
02645   

0。2071  
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0い1750  
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408．79   

419、72   

404．．61  
443い55  
354‖54  
482 72  
67000   

1250い46  
937 94 
782。61  
800，19  
576．00   

586い42  
441…74  
4、74一．54  

297い54  
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一  

6
1
5
3
（
b
 
 
1
5
3
8
「
⊥
 
 

1
3
1
 
 
「
⊥
 
 
 
 
 
「
⊥
 
 
1
⊥
 
 

5
5
6
「
ノ
7
 
 
8
8
9
9
0
 
 

1
 
 

6
「
ノ
8
9
0
 
1
⊥
1
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10－12  
10－3】，  

11〉15  
12－18  

1958－ 3 4  

21  

22  

23  

24  

25  

5月申下旬に鶴1の，8月中旬乃至9月上旬に第2の極小点をもち，7月中下旬に鵠1の，9月中旬より10月上旬に  

解2の頂点をもつ，2山型の消長を・弄：した．極小点に．おける旗息数は，鞄1のものが約：300頭で，第2の約560頭に．  

較べ著しく低いが，鳳魚における旗点数は鵠1のものが約840或，鵠2のものが約790頭でやや似い程度で大差はな  

い．   

なおジャクソソの両港による結果を比較すると，傾向としてほ大差がないが，ポシティブ沃に．よる結究の力が，ネ  

ガティブ法によるものよりも，推定値はやや小さくなり，また消長の極点が15Elくらいずつ連れてあらわれる結果と  

なった．   

リソコルソ指数による推定値はやや異なる傾向を示したu極小点は6月中旬に．あらわれ約350頭であるが，頂点は  

8月上旬にあって約1250頭の1つで，その後比較的徐々に鼠畠激を演ずる，1山型の消長を元した．提息数の推定値  

は，棲息数が増加する途上にある6月中旬より7月ql旬にかけてほジャクソソ法によるそれよりも低いが，コ見点，及  

びその後ほぼ1カ月ほはるかに高い値を示し，ジャクソソ法による結果から見ると凄息数の減少する傾向にある9月  

中旬以降は，再びより低い推定値を示しているlかかるくいちがいを生じた理由放びいずれの結果をより信腰するか  

についてほ，後でふれることとして，本報告においてはジャクソソ洪による結果を主として述べることとするい   

オリーブ樹当りの平均凄息密度を，全国についてと，園を地形によって5分画した各区についてのものとを計算し  

た（幾2表）‖   

全国匿ついての平均密度ほ儲1極小点で410乃至5，0，第2極小点で8j，第1頂点で12．5，幾2頂点で12．0の2山  

型であるが，各区についての結果は，いずれの区でも2山型消長をなすとは限らない．5区のうち2山型消長をなす  

のは，A，C，Dの3区で，B，Eの2区でほむしろ1山型消長をしているしかし，2山型消長をなすこれら3区  

でも，極小点を示す時期ほよく一致しているが，頂点を示す時期ほ正確に一い致しているとはいえない“発生盈が，   
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Table2”Population density per olive treewith each of allaIea and5divided2：OneS  

190  
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春期とその秋期とでほぼ同じ水準濫ある，A，Dの両区では鵠2町膀麿が9月上旬にきて小るが，後息密度が上昇し  

っっぁる，即ち春期よりも秋期の接息鷲塵が高い水準に達しているC；をではその時期が10月中旬と，ほぼ30日ほども  

遅れている・  

1山型消長をなす，B，E両区の問でも，その損点が2山型消長の第1の頂点にほぼ」肇するE区と，寛1の頂点  

に仙激するB区の別がある－E区は，その嵐邑襟度が1956年秋にすでにオ・リー∴ブ圃当り20“0を・超え，この調香を通じ  

て平均棲息密度の最高に近い値に達している・この水準ほ翌年8月上旬まで続くが，その後急預に鮮少し，調査終了  

時の1957年末から，1958年春にほ10程度にまで低下し，5区のうち最も低い値を示しているこのような他の区と  

の著しい相違ほ，この区では発生の推移が，他の区に比べ著しく進んでいることによると考えられる・発生の終飽期  

にあってほ，現われるはずの第2の頂点ほ．，発生量の減少，棲息虫の旗出による械少などによって幻消されて現われ  

ず，第1の山のみが残るであろう‖ これに対しB区でほ，到達した接点層度の最高がようやく815で，他の各区が  

17り5乃至20．6であるのに比べ，著しく低い水準に止まっているまた他の区で男られる8月ゆ下旬の密酵低下も見られ  
ない鎮息密度の鶴1の頂点をつくる，初蓋に羽化してくる成虫は，前年の夏から初秋に礎下された卯から成育して  

くるものであるから（松沢・他（2）），その盈ほ発生初期の段階では大きいものとは考えられない・またその地域に・お  

ける越冬虫の数も多いとは考えられず，また他の地区からの侵入も大きいとほ考えられないから，鴇1の頂点は鎖著  
にはならないまた他の区で見られる8月中下旬の密度慣下も，移軌こよる脱班と侵入との盈的儲儲から，密度の高  

低に．よって脱出の猟掛こ題がないとしても，密度低下が覆し＼かくされてしまう・従っで第2の頂点のみがあらわれる  

1山型になるであろう・この区で1山型が見られるのは，このように発生段階が著しく若いことによると見られる   

これらの点から，オリ←イアナアキゾウムシの崖息数の消長は，最盛段掛こある地域では2山型を，発生初期段階  

では初秋に頂点のくる1山型を，発生終期段階では初劇こ頂点の来る1山型を・なすと考えられ，発生盗の増加してゆ  

く段階では，塊2の山が高くまたその頂点に達する時期もおそくなり・発生量の減少してゆく段階では，鶴2の山が  

低くその頂点に達する時期が早くなる傾向を示す・   
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ジャクゾソ洪によると，榊こ嵐畠数の絶対最だけでなく，その時期における増加率，減少率を知ることができる（鶴  

3表a，b）更に羽イヒ率，侵入率，死亡率，脱出率等をも知ることができるが，このた捌こほ調香地域を個体群の  

Table3－a“Increase ratio with each ofallarea and5divided zones，by  

means of“Jackson’s Positive method”  

Census No Allarea l zone A  zone E  ZOne】∋ l zone C  ZOne D  

0．4924  
0り1359  
0－．1996  

0‖0297、  

0．0000  

O 1461 
0．．453フ  

O 13/10 

1．0000  

1．0000  
O 3165 
0“0026  
0，0000  

0，0000  
1 0000 
］．．0000   

1．0000  

0．3258  

0，2591  
0、0069  
0‖0541  
0113了  
O 0998 

0。2202   

0．6064  

0．3961  
0り3295  
0り2676  
O 2003 

0．1155  
0．3127  
0．0000  
O OS16 
0．2461  

00000  

0．2696  
O 1111 
0．．5462   

O 1441 

0‖1758  
1．0000  

1．0000  
0．382フ  

O 1022 

0‥1972  
O 0302 
0．0フ06  

0．0455  
0，0249  

O 1842 

Table3 bh Decrease ratiowith each ofal1area and5divided zones，by  

means of“Jackson’s negative method”   
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状態の均等ないくつかの地域にわけて，調杏結果を整理、すること．が必要であるしかるにこの調査では，かかる処理  

が不可能であったので，そこまでの分析はできなかった．  

〔甘〕移   動   

オリーブアナアキゾウムシの移動状態を知るために，全園及び各区についで前回の調査と連続して同じ地域で捕捺  

されたものの数と，連続して同じオリ－・・ブ樹で捕捺された数とを調べ，その比を算出したこの値は，オリー・プアナ  

アキゾウムシのその時期における同一LオリL－ブ樹に．執弔する琵帝率を示してい る∴故に．1から完着率を引いて，移動  

率を知り得るい しかしこのようにして計算した移動率ほ，一息その樹またほ地域から勒れながら，偶然に同じ樹また  

ほ地域にもどってきて捕えられたものを含んでいる・故に・オ・リープアナアキゾウムシの移動が全く機会的であること  

及び調査から調査までの間に十分大きな地域をカバーするだけの運動カを・もって－いることの2条件を仮定して補正を  

行い，移動指数を算出した（鶴4表）い  

Table4。Transitioヱ1Index by means of the ratio of“Successive recapture  

at same olive tree”to‘’Successive TeCapturein the same zone”  
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この結果によると，移動は4月下旬より次第に摘発となり6月中旬より7月上旬に頂点時運するが，その後7月中  

下旬に．－・旦襲えるしかしその後再び急激に・移動は旺盛となり，8月下旬より9月上旬にかけ第2の］見点に・達し，そ  

の後徐々に．衰退して10月天から11月上旬に・移動は行われなくなる・・   

7月申下旬における移動指数の一時的な低下は，全国を対潔としても，各区についても明らかに認められるが，そ  

の時期は必ずしも一敏せず，地域に・よって7月初旬より8月中旬にわたってあらわれてくる＝ このこと．は移動の低下  

が，嘩に過葛克というような気象要因に・のみよるものでないことを・示している・   

また移動指数の推移を，接点密度の推移と対比してみると，産々興味ある関連が月られ，オ・リ－・プアナアキゾウム  

シでは凄息密度の消長の要因として，移動が大きな役割をしていると認めてよいようであるり   

河野（195：3）（8）の指摘したような，接息密度の高低と移動時にその戦域よりの分散との関係を各区につき，また各  

オリ1－・ブ樹檻ついて険討したが，両者の聞にあまりはっきりした関係は見られなかった小   

移動頻度の雌雄差を換討するために，活動の旺盛な時期である8月中旬を選び，連続捕鞋されたものについて，同   
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じ樹で捕えられたものの率を雌雄別に．計算した．（第5表）雌雄別  

の明らかなもので，連続描遷されたものの例数が少ないので，確言  

はできないが，この結果では雌の方が碓よりも他の樹に移動するこ  

とが多い傾向が見られる 

193  

Table5．Transition ratio o董Female and Male  

WeeVilin middle ofAugust  

〔、Ⅱ〕分   布   

既むこ記したようにり この狭いオリー・ブ園に．おいても，各区で棲息  

密度に著しい差のあること・が見られている・この与とはオリー・ブ園  

内に・おける，オ・リー・プアナアキゾウムシの分布は決して機会的では  

なく，偏りをもっていることを京している、   

各調査期について，オ・リーブ樹当りの虫数について，平均値放び  

分散叱を計算した（鶴6表）・この結果，分散比はいずれの時期に．  

おいても，1よりはるかに大きな値をとり，オリ－プアナアキゾウム  

シが常に集中的な分布型をもっていることを示している（第3図）．．  

Table6。Mean and divergence coefficient of  

frequency distribution about the number  

Of weevilper olive tree．  

ー 

uェ】biased  
estimate of  

Var】anCe  Coefficient  Divergence  MeaヱlValue  

Fig3、Distribution of the weevil   
Showthenumberof weevilcaptured   
On each tree   

0is equalto3weevils 
⑳isle＄SthaI】2weevils  
●is olivetree that no weevil  

is discovered   
a：October6，1956”Totalnumberof  

WeeVilcaughtis209 
b：Mayl，1957．Totalnumber of  

Wee vilcaughtis229   
C：．Tuly16，1957．Totalェ1umbe工Of  

WeeVilcaughtis335   
d：Octoberl，1957。Totalnumber of  

WeeVilcaughtis36C）   
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同様に．，分散比を各区で，各時期について計算したが，この結果も全て1よりはるかに・大であった‖鳥居（1952）（9）  

の指摘するように，－厳にプロットの大きさを・ある程度まで小さくすると，そのプロット内での分布は機会分布に近  

くなり，分散比ほ1にほぼ等しくなってくるはずであるしかしオリーブアナアキゾウムシでは，この調査程度の小  

さなプロットでも，プロット内でまだ集中分布をなし，しかもそれが嵐乱密度の高低に．も，発生の顔帽如何に・もかか  

わりなく同様なことは，注目すべき現象である．．   

なおオリーブアナアキゾウムシの分布型を，P－E分布，ネイマソ分私憲複ポアツソゾ分布等に・あてはめてみ・た  

が，よい結果ほ得られなかった．．この間題についてほ更に換討を続けてゆきたい・  

ま  と  め  

1．調査力港   

今回の調査ほ，ジャクソ：／のプラ法を主に，リソコルソ指数に．よる男法を併せ用いたが，両名の推定値にはかなり覇者  

な差が見られ，更／こ‘室温賓葦肖完乃卦こも違うミ見られた元素リソコルソ詣数を用いて，昆虫の絶好表乱数を腫讃しよ  

うとする嘩ま．，漂鼓弦と頚券こ．残されと良とが，司一・乃嬬慶事で捕えられなければならぬしかるに，この虫の如く行  

動か婁推£ものご／ま．，放詞‡り再窮までか問扇を眉重て．究めといと．，この条件を牒増させることがでぎない危険性が  

大きいしかも符．功0膏篭な博聞と．，行助か不竃竃な樽瀾とで，また発牛が遜ってきそう’であるかかる危喚牲／ま，  

ジャクソソ旗旨酎、る寿が，ほるう、′こ少なく，ジャクソソ牒を′朴′、た澄童直の方がはるかに．冨頗賓の届い値である，   

しかしながら，ジャクソソ旗に．ついても，凌急敷か佳萱こ．外串去を削、なけれどならない欠点をもち，はたしてオ・  

リー・プアナア争ゾウムシの如く，成且つ層令が遍めて：永く，しかも牢訊こよってその行励／こ．大きな相茎があり，闘頓  

においていずれの苛明こも，選った串含喜乃巣司が昆′表している，と．いうような卸こついても，正磁な耀看直を得ら  

れるうゝどううゝこつ′、てま．，更こ灸討を加と．なナれま点らな′、．．まヒジャリノソの与えた笥損斐をそのまま認めてよい  

かどうか，まと言頗孝を葺くするためこま全遜急虫′こ．対しどのくらいか見放虫を屑．、れどよいうゝ，吏／こ司教こおナる  

分宿が應曇胸∈ノなく著しく偏っている時こり どのようにジャクノソ旗と・責卦すれ，ゴよいか．などについても一個の研  

究が必要である   

2 オリー・プアナアキゾウムシの薗場における動態   

オリーブアナ・アキ′ウムシは葛湯－′こあっては，3月下和式より摘劫を謂治するが，その構劫が債発になるのほ，5  

月上中旬からであるがこの時帥こほまだ新生戎虫の羽化は治まっていない∴故にこの侍胡に店謝している蛇虫はすべ  

て，前事またょそれ且沌こ羽ヒしたものであるこの間5月下司まご，凄息数ま徐々。′こ威少するが，この威少は死亡に．よ  

るものと，召易丼こ′脱出するものとに．よる，周易を5薮ノこbナて二謂空しと潰竃では，死亡率よ全萄ごも，各基■．でも差がな  

いと．拶と．うと．，司法′†ヽ∴つ」鬼員ま．らまり大きなものごま．なく，司碁勺モカ各メ．聞か多励の乃が激しいと認められる   

6月中旬より新生虫が羽化Lてくると，速急．数は急激に・増加し，7月中下旬に頂点に達するその遥息簡眉凋オ・リ  

－ブ1本当り平均11頭，多い区では20頚以上に．も達する．その後，成虫の鶴1回羽化が終るとと．もに，接点数は減少  

に転じ，8月中下旬には凄息密度は平均9頭程度となる．凄息数の第2の］鼠点は9月中旬から10月初旬であるが，こ  

の時期及び密摩水準ま．，凄邑智寒が増加か嵐句にある塊茎では時期′ま遅れ上水準′ま．高くなる傾向があり，凄邑密度が  

減少する傾向にある場合は，時期は早く，水準も低いままで終る傾向が認められる8月中下旬にみられる凄息数の  

減少は，第一周刀成虫羽化が終るとともに，今までかくれていた花亡及ヅ周易外への脱翫ミ表瑠／こあらわれてきたも  

のと．考えられるが，この凋も，圃場外への脱軋ま瀾場内での落胤こ比べ著しく低いようではあるが，それでも脱調の  

あることは疑いない．   

修訂旨放こつJ、ても，7月仁一下司こ一・苛狩な成下′バ見られるが，標哉良の再儒法具からも見られるようにある時期  

にま．，新主良よ事含・こよって斤＿功こ・茎バらる易含が周らられ あるいまオリ－プアナアキゾウムシでは成虫の羽化噂  

後一・寺．勺こ毒篭£多功とて亨£うのブゝもしれヂ，それが謁ヒか寒アしと，換言す■れゴ東急敷が原点に．達した槽後に．，移  

動音数つ待としてあらわれてくるのかもしれない．   

団易こ・ねナる羞急設ま9月或隼徐々こ戎少し，11日卓司こ最曳こ重し越冬こ入っとことを表しているが，移動旨数  

は，1つノ胃巨下司こ一・寺昂こ温々㌻－る頃句と見せる これま恐らくオリー・プアナアキ′ウムシが越冬こ入るための汐勤  

を庁ようものと個数される 12≡＝一句よ．りさ蔓宇3月までまり ほとんど事劫も行よbれず，i妻急数乃空功も見られな  

い越冬－㍍こおナる花亡率ま胡らかで√まないが，この間夢励こともなう減少はないと考えてよいから，3月上中旬に   
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おける，ジャクソソの淑少率，1957年牽の14．93％，1958軍歴の1フ，50％，がほぼ越冬中の死亡率を示していると．見て  

よいであろう．   

松沢・他（4）によればオ・リー・プアナアキゾウムシの寿命ほ甚だ永く，平均2年，永いものでは3年以上に及ぶようで  

あるが，圃場における消長を，ジャクソソの増加率，減少率と併せ考えると，オリープアナてキゾウムシ成虫の大部  

分ほ1年程度の寿命で，新しい成虫と交代するもののようである．両者のくいちがいほ，闘場においてほ種々の天敵，  

特に、昆虫以外の捕食性の天敵，例えばノネズミそ・の他の嵩菌類放び鳥瀕などの汲掛こ．さらされていること，及び団場  

外への移動が自由なこと，などに起因するものであろう．．   

闘場での分布型は常に著しい集中分布をなし，且つ偏りが見られたまた5区の問に・も嵐隠密度に差が認められ，  

密度の高い区と∴低い区との間に，また発生の段暗が進んでいる区と連れている区とに，ある配列が見られる1このこ  

とから見て，この団場に．おいても，枚沢・他（1）の指確したようにオ・リー・プアナアキゾウムシのオリー・ブ国への侵入並  

びに被害拡大の経過を追跡することもできそうである（第3因a，b，C，d）   

またある地区での発生経過は次のようであると考えられる“即ち，オリー・プアナアキゾウムシの発生は，まず他の  

地区より成虫の侵入に・よって始まり∴地区内での発生盈ほ漸増する．この段咽では，成虫の蘭場外への脱出ほ激しく  

ないしかし発生量がオリ－・ブ樹1永当り平均20頑程度に達すると．，オリー・プの樹努が衰え，その結果オリー・ブアナ  

アキゾウムシの他地区．への脱用が目立ってくるこのように．なると．，地区内での適温数ほ激新し，発生盗も少なくな  

るが，かかる段憎に到れば，すで笹オリーブ樹ほ快復不可蘭で，遂にほオ・リーブ甲枯死に．より，オ・リ－・プアナアキゾ  

ウムシの発生も絡脂する－．  
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R占s n m占  

Thecensusofolive weevilpc・pulationis caTTied onfrom1955to1958，uSingthe“MarkingMethod”，  

and the absolute nuTnber of populationis estimated by rneans of“JACKSON’s Method”and“LINCOLN  

Index”‖The o工ChaTdis dividedinto5parts according to the chaTaCteristic of naturalfeature，about the  

orchaTd andits5parts the estimate o董absolute number of the weevil，increase ratio and decrease ratio  

are shown on the tablesl，2，and3，and figure2  

Since the distribulionottheweevilin this orchard the transition ratiois unable to estirnate by  

mesns of“JACKSON’＄Method”，the“TransitionIndex”is calculated by mean＄Of the ratio of“successive  

recaptureatthesametree”to“successiverecaptureat thesame unit”，and shownon the table4 

To decide the distribution pattern of the weevil“Divergence Coefficient”or the ratio o董“Unbiased  

estimate of variance”to‘Mean”is calculated and shoNn On the table 6．“Divergence Coefficient”is  

signifまcantlylarger thanl．O at any unit and h any sea3〇n．It］may be pointed out that the dis－  

tribution pattern of this weevi1islnOre aggregative andselfspacingarraて1gement．（Table6andfigure3）   
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